
 

 

 

   令和４年２月１８日（金）通算第１３４８回５月第１例会 

マリエール太田（通常例会場） 

足立進ガバナー公式訪問例会 

 

３０代会長大谷克己会長挨拶    

来訪者紹介 

   国際ロータリー第２８４０地区 ガバナー 足立 進様（前橋東ＲＣ） 

  国際ロータリー第２８４０地区 第４分区Ａガバナー補佐 松本貴之様（新田ＲＣ） 

  国際ロータリー第２８４０地区 地区副幹事 関口 淳一様（前橋東ＲＣ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会長挨拶 

 

 コロナの影響がいまだに猛威を振るっています。群馬県も３月６日まで蔓延防止措置が延期

され、人・物・お金の動きを鈍らせて、世の中の元気をそいでいますが、気持ちだけは元気でい

たいと思います。 

 さて本日はいよいよ足立ガバナーをお迎えしての公式訪問です。コロナ禍の関係で当クラブ

も役員の出席と ZOOM を使っての会員参加形式にいたしました。また、役員懇談会やクラブ協

議会も省略させていただき、ガバナー講話のみの事業といたしました。対話形式の会議がありま

せんが、ガバナー講話の中で今年のロータリーの運動展開について勉強していきたいと思いま

す。 

それでは、最初に、来訪者のご紹介をさせていただきます。 

 

２０２１～２２年度国際ロータリー第２８４０地区  

ガバナー 足立 進 様 

第２８４０地区第４分区Ａ ガバナー補佐 松本 貴之 様  

並びに 地区副幹事 関口 淳一 様 です。 

 

足立ガバナーにおかれましては、この後、ご挨拶と講和を頂き、また、松本ガバナー補佐にはご

挨拶を頂きます。よろしくお願いいたします。 

 さて、本年度当クラブは、３０周年を迎えます。コロナの影響で上半期に当初予定していた事

業を行うことができませんでした。今年は、クラブ改革をテーマにかかげ、会員の資質向上のた

めに会員の経験・能力とチャレンジするロータリー活動を融合させ、様々な事業に取り組み、「サ

ロン・ロータリー」から、「行動するロータリー」へと体質改善することをめざしておりました。

また、これからのクラブ運営に必要な中長期的なクラブ独自の運動目的を確立させることも重

要なテーマとして会員が話し合える例会を企画してきました。 

事業としては、青少年バレーボール大会や地区補助金事業であるバリアフリーフェスタが中

止になり、戸惑っておりましたが、反面、空

あ

いた例会では、クラブフォーラムとして、「バレー

ボール大会の今後の在り方」や、会員の資質向上のため、会員が講師となり「マイロータリー登

録研修」・パネルディスカッション形式で「３０周年を考える討論会」・「ロータリー財団と補

助金事業ガイダンス」・「中長期クラブ方針討論会」・「私のロータリーの楽しみ方」等を例会

事業として会員が発言する例会を行ってきました。 

 ある意味、ロータリーを見直す機会にはなったと思いますが、３０周年記念事業としての事業

ができなかったことは、残念でした。 

 しかし、下半期は、３０周年事業はもとより、地区ライラ委員長 田村

たむら

政 一

まさいち

 サンのライ

ラ事業や、地区研修・協議会をホストするなど、今年を総括する事業が盛りだくさんです。 



いよくよく考えてみれば、これらの事業をい 主管 ・ 主催 しんずいするということは、 

まさに「入 りて学び、出 でて奉仕する」というロータリーの 真髄 を学ぶことにつながる研修

になると思います。これらの事業は人との出会いがあり、新たなチャレンジであり、ロータリ ー

を現場で体験することであり、まさしく、「ロータリーの楽しみ方」であると思うのです。これ

からも、ガバナー公式訪問を皮切りに、元気よく事業を行っていきたいと思います。 

話は変わりまして、少し、クラブの問題のお話をさせていただきたいと思います。

昨年年度末から退会者が多く退会４名、新入会１名と実質３名減になってしまいました。ひと

頃は、会員の平均年齢が５４歳と比較的若い年齢の会員が多いクラブでしたが、今では５９歳に

なりました。平均年齢がロータリーの指数ではありませんが、例会への実質の出席率については 、

５０％台を行ったり来たりしているところです。ロータリー事業への出席者の減少が 顕 著  

に見受けられます。当然、仕事や諸般の事情で例会や事業に参加できないこともありますが、

地区研修事業に参加してみると、各クラブが特色を持ったクラブ運営していること知り、また、

例会への出席率も高いことに驚きを隠せませんでした。

思うに、「太田中央ＲＣらしさ」の追求が、当クラブの当面の課題の様な気がします。「らしさ」

とは何だろうか。今は、委員会活動を２８４０地区で一番積極的に行っているクラブになり、そ

して、若い会員もシニア会員も年代の壁を越えた「絆」を創り上げること、つまり、単なる会員

としての繋がりではなく、「知り合いから友達」になることが「らしさ」ではないかと思ってい

ます。

それができれば、また新たなステップへと繋がっていけると考えます。

 本日は、足立ガバナーには、そんな思いが少しでも実現できるようご示唆を頂ければ幸いに思 

っております。よろしくお願いいたします。

以上、会長挨拶とさせていただきます。

ガバナー挨拶 足立進ガバナー 



ガバナー補佐挨拶 松本貴之 ガバナー補佐  

委員会・部会・地区役員・地区委員 報告 

「Ｒ財団・ポリオ・米山寄付者報告」ロータリー財団 委員会 副委員長 武井智明 

ニコニコ基金・出席報告 【クラブ管理運営委員会】 委員長 小暮正人



ガバナースピーチ (２５分) 

国際ロータリー第２８４０地区 ガバナー 足立 進様 

３０名の会員で講和に耳を傾けました。 
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